
健康生きがい部長
特別障がい者手当の普及についてでございます。

高齢化の進展に伴い、在宅の介護が増えていくことが見込まれ
る中、在宅介護と考えております。

１．子どもたちへの取組み
２．シニアと子どもたちの縁側の交流
３．質の高い介護サービスの提供

車いすを避難所の備蓄品に準備してもらえ

るように無所属の会として区長へ提出いたし
ました。

         令和３年３月 10 日 

要望書 
板橋区⾧ 坂本 健 殿 

 

                                       無所属の会 

しいな ひろみ 

井上 温子 

 

 

 

新型コロナウイルス感染が拡大する中、区民の生命を守るため、日夜、多大なご尽力を賜り、心から感謝と敬意

を表します。 

 

要旨 

避難所の防災備蓄品に車いすを配置して頂きたい件について 

 

理由 

  区内の小中学校の指定避難所 73 か所の防災備蓄品には車いすがありません。先日の補正総括質問で提言し

たところ発災時は 18 地域センターにある車いすを運ぶと答弁頂きましたが現実的ではありません。 

是非、車いすを防災備蓄品として準備をしてください。本区の高齢化率は 23％であり避難所の利用者 4 人に

一人が高齢者の割合です。状況によってはもっと多くの高齢者が避難してくるのではないでしょうか。そして、

災害関連死のほとんどが高齢者や障がい者であり正に社会的弱者です。避難所生活のストレスから歩行に障害が

でて歩けなくなる高齢者をだれがどのようにしてトイレなどへ移動させるのでしょうか。車いすが備蓄品として

配置してあれば奥行きが 30 メートル近くある広い体育館などでも車いすを介助し負担なくトイレ等へ移動する

ことが出来ます。一方、区内の福祉施設などは問題なく使用できる車いすが余っています。入居時に車いす利用

の高齢者が適切なリハビリを受け自力歩行が可能となり車いすが不要になった利用者、又、天寿を全うされた利

用者が残していったものなどがあります。車いすの調達は購入だけでなく区内の介護施設などに寄付を募っては

如何でしょうか。そして、選挙管理委員会が廃校となった小学校で一括保管している車いすも 30 台以上ありま

す。この車いすの保管先も変更し、区内の小中学校に分散させてはどうでしょうか。 

早急に対応をお願いいたします。 
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